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物流センターにおけるＣＯ2排出量削減取組

２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３

①
温暖化
防止
宣言

②
サステ
ナブル
経営

2012年度に2006年度対比で27万トン削減達成

2020年度に
2012年度比15%削減目標

２０２０～

削減実績
０.３万トン

削減実績
１８万トン

削減実績
２２万トン

削減実績
２７万トン

削減実績
１.７万トン

削減実績
１０万トン

物流センターから店舗までの配送における１ケース当たりＣＯ2排出量
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◇ 海外物流構築

環境負荷ミニマムの骨子

海 外 国 内

店舗

店舗

店舗

店舗

XD

XD

XD

XD

◇ 走行距離短縮 ◇ 車輌積載向上

◇ 車輌燃費改善

・ｸﾞﾙｰﾌﾟ各社との物流協働化
・物流インフラの構築

・環境車輌導入

・低温施設、常温施設
単機能→複合センター化へ

◇ モーダルシフトの拡大

・多港入国内幹線輸送縮小

メーカー原料

◇ 資源の有効活用
・廃棄物の削減
・リサイクル活動

◇ 施設での取組
・エコセンターの導入
・植樹祭の実施

イオン
集約拠点
在庫拠点

・海外からの直接物流拡大

・専用列車の取り組み
・マッチング輸送の取り組み
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・エコドライブ実施
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モーダルシフトの実績推移（2008年～2014年）

※2011年は震災影響により
昨年比88%の実績

単位：基数（12ﾌｨｰﾄ換算）

2008年度 2,400基 →  2014年度実績 36,694基

2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年

花王様との
マッチング利用

調味料メーカー様
同士によるマッチング
利用

イオン単独でのモーダルシフト メーカー様との共同取組による拡大

アパレル商品の幹線輸送
及びＰＢ商品の集荷で鉄道
輸送を拡大

アサビール様、江崎グリコ様
花王様、ネスレ日本様
との共同専用列車運行
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イオン鉄道輸送研究会

2008年度よりJR貨物様⇔イオン モーダルシフトPT発足
2009・2010年度はモーダルシフト順次拡大

2010年 イオン鉄道輸送研究会の発足2010年 イオン鉄道輸送研究会の発足
（2015年5月現在の参加企業31社 メーカー21社・物流事業者10社）

カーゴニュース

交通新聞 JR貨物特集（イオン記事）
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①イオンセンターへの鉄道納品拡大
②原料の工場への輸送に鉄道を利用

①往復運行によるマッチング
②関東-関西間（近距離）の鉄道輸送

センター・工場への
納品に鉄道を利用

各社の幹線輸送の
鉄道利用

コストとＣＯ２削減に向けた鉄道利用の拡大

イオン鉄道輸送研究会取り組みテーマ

①緊諦車の往復利用
②緊諦車のミルクラン集荷

駅への持込車輌の
共同化
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イオンNXD トラック輸送

2014年度イオン鉄道輸送研究会

イオンXD

イオンNXD イオンXD
鉄道輸送

トラック輸送比 CO2 83％削減可能

◇効果

◇スケジュール
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【事例①】 物量増大期の専用列車運行の取り組み

日曜臨時枠を活用した
専用列車の運行

2013年8月以降、繁忙期に継続運行

▼目的：
①鉄道活用の拡大
②日曜臨時便を使用した鉄道枠の拡大
③繁忙期の物流平準化

▼内容：
・臨時専用列車（イオン号）を運行し、大量一括

輸送を実施
・区間：北長野発⇒隅田川ターミナル
・物量：８両コンテナ４０基分
・商品：トップバリュ商品
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【事例②】 31ftコンテナ往復運用

東京貨物
ターミナル駅

950km(鉄道営業距離)

福岡貨物
ターミナル駅

トップバリュメーカー
（福岡）

JR北九州貨物
ターミナル駅

花王様
川崎工場（神奈川）

JR東京貨物
ターミナル駅

花王様工場～倉庫間とイオン製造委託先～在庫
センター間の幹線輸送を「31ftコンテナ」で輸送

31ftコンテナで往復運行

トップバリュメーカー
（福岡）

花王様
門司LC(福岡)

往路運行

復路運行
回送回送

北関東RDC（千葉野田市）
関東RDC(千葉市川市)

北関東RDC（千葉野田市）
関東RDC(千葉市川市)

変更後

花王様商品

TV炭酸飲料商品

従来は花王様・イオン其々12ftｺﾝﾃﾅを使用
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花王様との31ft鉄道コンテナ共同利用
▼花王川崎工場（川崎貨物ターミナル）

花王商品の積込

花王
北九州ＬＣ

ＰＢ飲料工場
（福岡）

▼イオン関東ＲＤＣ
ＰＢ商品の荷降し

1週間に1回のラウンド運用を継続

火曜

金曜

火曜

木曜

火曜
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【事例③】 2014年年末臨時列車運行（東京-大阪間）

JR百済貨物
ﾀｰﾐﾅﾙ駅

JR東京貨物
ﾀｰﾐﾅﾙ駅

ｲｵﾝRDC
ﾒｰｶｰ倉庫

ﾒｰｶｰ工場
ﾒｰｶｰ倉庫

月曜日
6:24

日曜日
21:38

日曜日
21:00

月曜日
9:26

ﾒｰｶｰ工場
ﾒｰｶｰ倉庫

ｲｵﾝRDC
ﾒｰｶｰ倉庫
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単位：ｺﾝﾃﾅ数

イオン ﾈｽﾚ日本 ｱｻﾋﾋﾞｰﾙ 花王 ｸﾞﾘｺ 計

東京→百済 29    11    40    10    -      90    
百済→東京 75    20    5      10    4      114   
東京→百済 14    -      30    10    -      54    
百済→東京 65    -      2      12    6      85    

※12月21日の運行は、日本海・上越降雪による中継列車運休等の影響により積載基数減となった

12月14日(日)

12月21日(日)

運行日 ルート



専用列車の概要（イオンでの集荷・配送計画）

JR東京貨物ﾀｰﾐﾅﾙ

関東⇔関西間にて各社共同による2編成（上り・下り）
専用列車を運行

<条件>
(1)日曜日発⇒月曜日着
(2)物量:12ftｺﾝﾃﾅ120基(24両編成)
(3)東京貨物Ｔ⇔百済貨物Ｔ間の列車運行
(4)発着・到着貨物Ｔとの中継列車運行

集荷エリア
専用列車発着貨物駅
着ＲＤＣ

東日本ﾒｰｶｰ⇒西日本RDC

西日本ﾒｰｶｰ⇒東日本ＲＤＣ

JR百済貨物ﾀｰﾐﾅﾙ
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専用列車運行のメリット
１、ＣＯ２排出量削減⇒環境へのアピール

２、トラック輸送環境の変化
⇒長距離間輸送の安定化

３、ＢＣＰ対策⇒複数輸送手段の確保

専用列車運行のメリット
１、ＣＯ２排出量削減⇒環境へのアピール

２、トラック輸送環境の変化
⇒長距離間輸送の安定化

３、ＢＣＰ対策⇒複数輸送手段の確保

◆ニューリリース抜粋（12月5日）
異業種での共同専用列車運行のアピール
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共同専用列車運行（2015年ゴールデンウィーク期間）
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４月１２日(日)・４月１９日(日)

JR百済貨物
ﾀｰﾐﾅﾙ駅

JR東京貨物
ﾀｰﾐﾅﾙ駅

ｲｵﾝRDC
ﾒｰｶｰ倉庫

ﾒｰｶｰ工場
ﾒｰｶｰ倉庫

月曜日
5:35

日曜日
21:38

日曜日
21:29

月曜日
9:23

ﾒｰｶｰ工場
ﾒｰｶｰ倉庫

ｲｵﾝRDC
ﾒｰｶｰ倉庫

2014年年末に共同実施した4社様に加え、サッポロビール様、
P&G様の2社にもご賛同いただき運行いたしました。
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